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本研究の目的：本研究では、土地利用の改変に伴う効率的な花粉交配を念頭に蜂場・蜜源の最適配置を探索できる離散最適化モデルを構築する。

本研究の背景：受粉を必要とする農作物の生産では、ミツバチなど“送粉昆虫”の果たす役割は、生態系がもたらす重要な“生態系サービス”の一つである
。ミツバチが蜜・花粉を求めて飛び回る際、体毛に花粉が付着し、雌しべの先につくことにより受粉が完了する。こうした自然受粉により生産される農作物
は、市場においてオーガニック・フーズとして注目され取引されている。しかし、近年、世界各地で送粉昆虫、特にミツバチが減少し、花粉交配用のミツバチ
などを入手することが困難になり、蜂蜜も含め自然受粉に依存する農作物の生産減少が危惧されている。その背景には、ミツバチの生息に適した植生の
劣化・分断、蜜源植物の減少により、ミツバチの行動様式が激変したことに原因があるとされている。

BESNet(Biodiversity & Ecosysterm

Services Network)による評価
Landdorf et al (2009)’s Model
(https://www.besnet.world/modelling-pollination-services-across-agricultural-landscapes)
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3. PS制約下の便益最大化

4. 利益最大化
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